
第３５回 市民まちづくり会議

多摩平一丁目9番地地区
地区まちづくり協議会の認定について

（諮問第５号関係）

資料３－２



1.地区の現況
■地区の概況 地区面積 約1.0ヘクタール

土地利用状況
商業施設（西友：自社所有）
分譲共同住宅：（第一富士マンション30戸、
第二富士マンション48戸、
多摩平マンション22戸、
コニファーコートビジュ－豊田41戸）
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■区域図（H24建物現況図）■区域図（H28航空写真）

イオンモール

豊田駅

西友

第二富士マンション
（48戸・1971）

第一富士マンション
（30戸・1969）

多摩平マンション
（22戸・1983）

コニファーコート
ビジュー豊田
（41戸・2005）

西友
（1975）



用途地域 （沿道）商業地域 建ぺい率８０％、容積率４００％
（後背）
第二種中高層住居専用地域

建ぺい率６０％、容積率２００％

都市再開発の方針 2項地区
区域マス 生活拠点エリア
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2.地区の現況

3.まちづくりマスタープランの位置づけ
■年をとっても安心して住み続けられるような住環境をつくり
あげよう
・高経年建物の更新と併せた、駅前商業機能の充実
・都市型住宅の整備とゆとりある歩行空間の創出による拠点
周辺整備
・地域主体のまちづくり（マンション再生まちづくり制度の活用
等）
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年をとっても安心して住み続けられ
るような住環境をつくりあげよう

拡大図
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4.用途地域



5.現地写真
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6.地区の課題

①旧耐震マンション・高経年マンションの更新
➢（Ａ）用途地域が商業と二中高にまたがる。
（Ｂ）日影規制が影響する。
（Ｃ）接道する幅員が狭いことが、建築計画に制約を与え、

再生に向けた合意形成に支障がある。

②駅に近接する街区での都市機能の誘導による拠点性の向
上及び西友を含む街区の一体的な土地利用の誘導
➢西友は建物の老朽化等が進んでおり、拠点商業機能の抜
根的再生が必要。

③多摩平緑地通りの歩行空間の確保
➢昭和30年代に完了した区画整理により築造された「多摩平
緑地通り」は、歩道幅員が1.5mであるが、拡幅整備や幅員
構成の変更は現実的でない。
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7.まちづくりの目標・方針（例）

①駅近接街区にふさわしい土地利用の誘導と、民間建築物の
再生、更新を効率的に実施
➢（Ａ）広域効果を期待できる交通利便性の高いエリアでの

商業・生活サービス機能の向上
（Ｂ）駅周辺での集約・都市居住環境の提供による地域内

住替え循環の実現に効果
（Ｃ）旧耐震建築物・高経年建築物の更新に向けた合意形

成の推進
②拠点性向上のために必要となる基盤整備を官民が連携して
実施
➢（Ａ）街区周辺道路の拡幅整備（6.0m→8.0m）
（Ｂ）街区の都市計画決定・変更
（Ｃ）歩道上空地・広場等の公開空地の提供により、安全安

心な歩行区間の確保と地域の賑わいづくりの拠点とし
て有効活用
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8.東京都マンション再生まちづくり制度
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9.準備会での活動報告
■第１回準備会 ～まちの資源や魅力を共有するワークショップ～

①多摩平一丁目9番地地区の魅力と課題
（魅力）

（課題）
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■第１回準備会 ～まちの資源や魅力を共有するワークショップ～

②豊田駅周辺地区の魅力と課題
（魅力）

（課題）

各回の活動報告
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■第３回準備会 ～将来のまちについて検討、共有するワークショップ～

• 将来のまちについて、現在の暮らし方や将来の意向から理想を話合いました。

各回の活動報告
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■第３回準備会 ～将来のまちについて検討、共有するワークショップ～

各回の活動報告

～第３回準備会での意見のまとめ～

●地域貢献となる緑や地域交流等の居場所の創出、足元商業の継承など地域の
魅力のさらなる向上を目指したい。

●生活利便や地域環境を活かし、安心・安全に多世代交流のある住み続けられ
る住まいの更新を行いたい。

⇒これらについて、地区まちづくり協議会の中で具体の事業化に向けた土地・
建物利用など地区のまちづくり計画案の検討を行っていきたいと考えています。
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■第４、５回準備会 ～協議会設立にむけた手続きの確認と建替え事例見学会～

• 第４回準備会では協議会設立に向けた手続きの確認を行いました。

• 第５回準備会では建替え事例の見学会として、商業施設との合築や高層住宅の事例

とマンションの共同建替えの事例を見学しました。

各回の活動報告

商業との合築や高層住宅の事例 マンションの共同建替えの事例

BrilliaTower八王子 小金井コーポラス Brillia小金井桜町

東京都八王子市横山町145番1（地番）
ＪＲ横浜線「八王子」駅徒歩4分

東京都小金井桜町２丁目

敷地面積2,797㎡、建蔽率80％、容積率
600％
商業地域、226戸 （１階店舗1区画スーパー
イオン）
鉄筋コンクリート造
地上17階建て
平均75㎡
4700～5,070万円

同時期に同じ分譲主から分譲された、
敷地の異なる２マンション（の共同建替え）
竣工平成28年５月
地上８階建て 114戸
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<主なご意見>
○部屋の広さについて感覚が掴めて良かった。
○建物の作り方が参考になった。
○どれ位の年数スパンで事業が進んだのかが
聞けて良かった。

○まちづくりについての話がより聞きたい。

協議会設立後も継続的に
意見共有や勉強会
見学会を実施します！

各回の活動報告

■第４、５回準備会 ～協議会設立にむけた手続きの確認と建替え事例見学会～
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～地区まちづくり準備会～

協議会設立に向けて地区の魅力を活かすためのまちづくりを進めていくこと
について準備会で５回にわたり話合いました。

地区まちづくり協議会の活動目的

旧耐震マンションや高経年建物を含む多摩平一丁目９番地地区の課題や将来
像について共有化を図り、協働するメリットを活かした実現性の高いまちづ
くりを検討し、日野市と協働で計画的なまちづくりを推進することを目的と
し活動します。

①本地区における協議会設立の目的

10.本地区での協議会設立にむけて準備会が
地区住民等に提案したこと

15



• 協議会は、下記の４マンションと西友を含む街区を対象区域とします。
• 区域内の建物は老朽化が進んでおり、旧耐震の建物もあります。

西友 1975年（築44年）

第一富士マンション 1969年（築50年）

第二富士マンション 1971年（築48年）

多摩平マンション 1983年（築36年）

コニファーコート
豊田ビジュー

2005年（築14年）

対象区域

豊田駅

多摩平の森

②協議会の対象区域

■対象区域の建物の状況
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10.本地区での協議会設立にむけて準備会が
地区住民等に提案したこと



～多摩平一丁目９番地にふさわしい将来像の検討～

❶地区にふさわしい建物や景観について意識共有

地区内にふさわしい建物や景観について、事例見学や勉強会を通じ意識共有を図る。

❷街区単位でのまちづくりについての検討

豊田駅北口や周辺地区と連動したまちづくりのありかたについて検討を行う。

❹地区住民等が安心して住みつづけられる方策についての検討

地区の将来像や住民が安心して住みつづけられるまちづくりについて検討を行う。

❻活動の周知活動

報告会の開催やまちづくりニュースの発行などを行う。

❺地区住民等への意向聴取

地区まちづくり計画案に対する意見の収集や反映を行う。

③協議会での検討と活用内容案

❸建替えや街並み形成の手法の検討

地区にふさわしい事業手法について勉強会を実施する。
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10.本地区での協議会設立にむけて準備会が
地区住民等に提案したこと



11.地区まちづくり協議会の認定について

地区まちづくり協議会の認定（条例第１７条）

（１）構成員が地区住民等であること。

（２）地区まちづくり協議会を設立することについて同意する者が地区の一部に偏る
ことなく、地区住民等のおおむね１０分の１以上であること。

（３）地区住民等の自発的参加の機会が保障されていること。

（４）団体の目的及び活動の方針が基本理念に即していること。

（５）重要な意思決定に参画する権利を構成員に保障する規約等を有し、かつ、代表
者の定めのあること。

（６）規則で定める対象地区面積に適合していること。

※施行規則第８条：規則で定める面積は、おおむね3,000平方メートル以上とする。
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（３）地区住民等の自発的参加の機会が保障されていること。
・会則上の記載事項：第５条（３）地区住民等に対し、報告会の開催やまちづくり
ニュースの発行等により情報提供や、意見の収集、協議会への参加の呼びか
け等を行い、まちづくり意識の高揚を図る。
・準備会での活動：まちづくりニュースの発行等により、地区住民等に周知を行っ
ている。

→「該当」

（１）構成員が地区住民等であること。
・構成員 ：３１人
・地区住民等について：構成員名簿にて確認 →「該当」

（２）地区まちづくり協議会を設立することについて同意する者が地区の一部に偏る
こと なく、地区住民等のおおむね１０分の１以上であること。
・同意する者 ： ６３名
・区域内の権利者数：１５４名
・同意率 ：６３ / １５４ ＝ ４０.９％＞ １０％
・同意する者の地区内の分布：一部地区への偏りはない →「該当」
第一富士マンション：１０名、第二富士マンション：１２名
多摩平マンション：６名、コニファーコート豊田ビジュー：３名、西友：０名
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（４）団体の目的及び活動の方針が基本理念に即していること。
・団体の目的：旧耐震マンションや高経年建物を含む多摩平一丁目9番地地区の
課題や将来像について共有化を図り、協働するメリットを活かし実現性の高い
まちづくりを検討する。
・活動の方針
１）まちの将来像の検討を行う
・地区にふさわしい建物や景観についての意識共有を図る
・街区単位でのまちづくりについての検討を行う
・建替えや街並み形成及び手法の検討を行う
・地区住民等が安心して住みつづけられる方策について検討を測る

２）地区まちづくり計画案の策定及び日野市長への提案を行う
３）地区住民等への情報周知及び意向聴取を行う
４）地区まちづくり計画に基づく活動の実施を行う

→「該当」
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（５）重要な意思決定に参画する権利を構成員に保障する規約等を有し、かつ、代表
者の定めのあること。
・会則上の記載事項：第8条第6項：総会での議決事項は以下の事項とし、（１）～

（４）にあげる事項の議決は、本条５項の出席
者及び議決権行使書の過半数によって決
するものとする。

（１）地区まちづくり計画の策定及び日野市長
への提案に関すること

（２）会則の変更に関すること
（３）役員の選任に関すること
（４）そのほか、協議会の運営上において重要

な事項に関すること
・代表者の定め：岡村洋子（構成員） →「該当」

（６）規則で定める対象地区面積に適合していること。
※施行規則第８条：規則で定める面積は、おおむね3,000平方メートル以上とする。
・対象地区面積：約１．０ha                                                            →「該当」

以上のとおり、条例第１７条第１項に規定するいずれにも該当するため、
「多摩平一丁目9番地地区地区まちづくり協議会」の認定を行う
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